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研究成果の概要（和文）：多目的コホート研究（JPHC study）の妥当性研究の参加者について、食物摂取頻度調
査票による単純糖質摂取量の評価の妥当性および再現性を検討した。単純糖質摂取量の算出の際には、日本食品
標準成分表2015年版（七訂）の「炭水化物成分表」を参照した。FFQによる単純糖質摂取量の推定値は、食事記
録による推定値や尿中糖濃度と中等度の相関を示し、FFQの再現性検討おいては中等度の相関が示された。本研
究結果より、FFQによる単純糖質摂取量推計値の中等度の妥当性および再現性が示された。

研究成果の概要（英文）：We examined the validity and reproducibility of the food frequency 
questionnaire (FFQ) based on sugar intakes estimation in the in a subsample of the Japan Public 
Health Centre-Based Prospective (JPHC) study. Sugar intakes were calculated using the standard 
tables of food composition for available carbohydrates in Japan. Our study showed that sugar intakes
 estimated with FFQ had moderate validity and reproducibility in the JPHC study.

研究分野： 疫学
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１．研究開始当初の背景 
わが国の糖尿病有病者数は増加の一途を

辿っている。2012 年の国民健康・栄養調査で
は、糖尿病の疑い、もしくは、その可能性を
否定できない人も含めると、糖尿病有病者数
は計 2050 万人と推定されている。世界的に
も糖尿病有病者数は急増しており、国際糖尿
病連合（IDF）は 2013 年の世界の糖尿病有病
者数は 3 億 8200 万人であり、2035 年には 5
億 9200 万人になると予測している。 
 
欧米人では、清涼飲料水などからの過剰な

単純糖質摂取が糖尿病や肥満の増加の原因
の一つであると考えられている。実際、肥満
や糖尿病の頻度が単純糖質摂取量と平行し
て増加しており、米国では 1日の摂取エネル
ギーの 15%近くを単純糖質摂取が占めている。
さらに、メタアナリシスにより、単純糖質摂
取は2型糖尿病発症リスクや体重増加と関連
することも報告されている 1)。 
 
これらの知見を踏まえ、欧米の肥満・糖尿

病対策として、清涼飲料水や単純糖質（とく
に製造元や消費者が食品に添加する単純糖
質）の摂取量の抑制が推奨されるようになっ
た。現在、世界保健機関は単純糖質を 1日の
摂取エネルギーの 10%未満とするように推奨
しているが、5%未満まで引き下げることも提
案されている。米国ニューヨーク市で単純糖
質を添加した特大サイズの飲料（コーラな
ど）の販売規制が施行された例もある。これ
らの推奨や規制は、欧米人のように単純糖質
摂取量の多い集団には有効なアプローチで
あると考えられる。 

 
一方で、炭水化物摂取量において米・麺類

などが占める割合が大きい日本人において
は、単純糖質の摂取量の実態やその健康影響
についてもほとんどデータがない。これまで
の報告は、炭水化物の質と量の指標（グライ
セミック・インデックスやグライセミック・
ロード）と血糖値・糖尿病リスクとの関連を
みたものが多い。申請者らも総炭水化物摂取
量やグライセミック・ロードが高いと血糖値
や糖尿病リスクが高いことを報告している
2,3)。しかしながら、日本人における単純糖質
摂取の果たす役割については明らかにされ
ておらず、単純糖質摂取制限が日本人におい
ても有効な介入手段であるか否かについて
は不明である。 
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２．研究の目的 
本研究では、2015 年の「日本食品標準成

分表」改訂に伴い「炭水化物成分表」が発表
されることを活用し、多目的コホート研究
(JPHC study)の約 10 万人の参加者の単純糖
質の摂取量を推定し、妥当性調査を行った上
で、糖尿病や死亡などのアウトカムとの関連
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究で用いた研究基盤は、1990 年に始ま

った「多目的コホート研究（JPHC study）」（研
究代表者 津金昌一郎）である。これは全国
11か所の保健所管内に在住する 40歳から 69
歳の地域住民約 14 万人を対象に、5年おきに
3 回の生活習慣などに関するアンケート調査
を実施するとともに、合計約 6万人分の血液
試料と健康診断データを収集し、死亡、がん、
循環器疾患などのアウトカムを追跡してい
るコホート研究である。 
 
 ３－１．妥当性・再現性研究 
本研究課題では、まず、多目的コホート

研究（JPHC study）の妥当性研究の参加者に
ついて、食物摂取頻度調査票による単純糖質
摂取量の評価の妥当性および再現性を検討
した。研究対象は JPHC Study の食物摂取頻
度調査票（FFQ）の妥当性研究参加者（JPHC 
Studyのサブグループにおいて1994～1998年
に実施）。FFQ と秤量式食事記録（DR）の両方
を回答した男性 276 名、女性 289 名を、DR を
用いた妥当性の検討対象とした。DR は 7 日
間×4 季節の合計 28 日間（沖縄は 2 季節で
14 日間）実施し、FFQ との比較にはその平均
値を用いた。1 年間隔で実施した 2 回の FFQ
両方に回答した男性 244 名、女性 254 名を、
再現性の検討対象とした。さらに、尿の提供
があった対象者について、尿中糖濃度（果糖
とショ糖の合計）と、FFQ から算出した単純
糖質摂取量を比較した。 
 
 ３－２．肥満・血糖値との関連解析 
JPHC study の 5年後調査の FFQに回答した

約 10 万人の参加者を対象にして、単純糖質
摂取量を曝露因子、BMI（body mass index）、
血糖値（一部のサンプル）、HbA1c 値（一部の
サンプル）などをアウトカムとして、一般化
線形モデルを用いて横断的に関連を解析し
た。 
 



 ３－３． 糖尿病リスクとの関連解析 
JPHC study の 5年後調査の FFQに回答した

約 10 万人の参加者のうち、5年後アンケート
時点で糖尿病を有さない者を対象にして、単
純糖質を曝露因子、JPHC study 10 年後アン
ケート時点の糖尿病をアウトカムとして、ロ
ジスティック回帰モデルで関連を解析した。 
 

４．研究成果 
  ４－１．妥当性・再現性研究 
DR と比較した FFQ の妥当性の検討では、密

度法によるエネルギー調整済みの単純糖質
摂取量のスピアマンの相関係数は、男性で約
0.6、女性で約 0.4～0.5 であった。FFQ の再
現性の検討では、スピアマンの相関係数は、
男女ともに約 0.6 であった。さらに、FFQ に
よる単純糖質摂取量（密度法）は、尿中糖濃
度と統計学的に有意に相関していた。 
以上より、JPHC study の FFQ は、単純糖質

摂取量の順位づけが概ね可能な推定値が得
られることが示唆された。 
 
 ４－２．肥満・血糖値との関連解析 
JPHC study 5 年後調査の FFQ による単純糖

質摂取量と BMI(body mass index)、血糖値、
HbA1c 値との関連を分析し、粗解析結果が得
られた。 
 
 ４－３． 糖尿病リスクとの関連解析 
JPHC study 5 年後調査の FFQ による単純糖

質摂取量と糖尿病リスクについて、ロジステ
ィック回帰モデルで関連を解析し、粗解析結
果が得られた。 
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